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編集方針

大　製薬 環境社会報告書の編集方針は、「情報の正確さ」「わか
りやすさ」「ステークホルダーのご要望への対応」です。具体的
な数値目標を設定して実行し、その推移を追っているものを記
載することを原則としています。
2009年のテーマは「環境の学校」とマテリアリティを持たせ「低
炭素社会への取り組み」「循環型社会への取り組み」「製品の取り
組み」「社会貢献の取り組み」に重点をおきました。今後も環境問
題や社会活動について、まず私たち自身が「学ぶ」という意識の
もとに行動してまいります。

冊子版では、大　製薬の
主要な取り組みを読みやす
く編集した記事を中心に、
ご紹介しています。

Webサイトでは冊子版の
情報に加えてより詳細な
情報および各種データを
掲載しています。

この環境社会報告書は、2009年度における大　製薬株式会社の
活動を掲載しています。対象となる事業場は、大　製薬株式会社の
医療関連事業と消費者関連事業の主要工場である7事業場と3研究
所および本社、事業所を含む販売事業所です。（報告書中の7事業場
とは、徳島工場、徳島第二工場、徳島ワジキ工場、徳島板野工場、佐
賀工場、高崎工場、袋井工場と徳島エリアの10研究所、佐賀栄養製
品研究所を指します。また、3研究所とは赤穂研究所、大津栄養製品
研究所・大津スキンケア研究所、藤井記念研究所を指します。）

データは2009年4月1日から2010年3月31日の実績です。
なお、活動の記載については直近のものを含みます。

2010年8月
次回発行は2011年8月の予定です。

※この報告書は、環境省「環境報告書ガイドライン2007年版」「環
境会計ガイドライン2005年版」およびGRI「サステナビリティ・
リポーティング・ガイドライン第3版」を参考にしています。

※活動の内容や報告書の質を高めるために参考とさせていただき
ますので、みなさまの報告書に対するご意見・ご感想をアンケート
に記載の上、総務部環境担当までお寄せください。
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